
豚ゲノムが解読され、DNA 情報を利用した精度

の高い育種改良の実践が実用化されつつありま

す。その 1つとして 1塩基多型を DNAマーカー

として利用する手法が広く利用されつつありま

す。そこで、豚における肉質に関連する SNP の

探索とその SNP の遺伝子型による効果について

検討しました。 

 

 

豚で商品価値の高い胸最長筋は、淡く、柔らかく

そしてドリップの出やすい所謂、PSE肉になりや

すいことが問題となっています。PSE肉の原因と

しては、環境要因と遺伝的要因が関与しています。

PSE 肉の症状の１つであるドリップの遺伝率は

0.1 台と低く、通常手法の改良は困難であること

が予測されます。 

 

 

PSE 肉の発症メカニズムとして RYR1 及び RN

遺伝子の関与が明らかになっています。RYR1は

豚における遺伝病として原因遺伝子まで特定さ

れた初めての遺伝子であり、豚群からの排除も

広く利用されています。一方、RN遺伝子は、第

15染色体に位置し、筋肉中のグリコーゲンの蓄

積に関与する遺伝子(PRKAG3)のSNPとして明

らかにされ、報告のあった突然変異以外の SNP

と肉質の関連性について報告があります。 

 

PRKAG3 遺伝子内の SNP 情報を利用して、肉

にしまりがあり、ドリップの少ない豚群を造成

する技術を開発することを目的としました。 

 

 



形質の測定は、と畜翌日に冷蔵庫内で肉色、ろ紙

を用いたドリップ量等について計測しました。

計測頭数は、大ヨークシャー(W)190頭、ランド

レース(L)110頭、WLあるいは LW201頭及びデ

ュロック(D)69頭でした。 

 

 

 

 

SNPは、PRKAG3内で報告のある 7個を用いま

した。TaqMan SNP 判定試薬(Thermo Fisher 

Scientific)とリアルタイム PCR を用いて、判定

しました。判定された 1例を図に示しました。 

 

 

 

 

 

測定した形質値を品種毎表にまとめました。ド

リップについては、W、WL(LW)、L及び Dの順

に少なくなり、W のドリップが多いことが示さ

れました。 

また、筋肉内粗脂肪量の指標であるマーブリ

ングスコアは Dが高い結果となりました。 

 

 

 

解析に用いた SNP の多様性をまとめました。

rs711900391及び rs320683948はいずれの品種

においても多型は検出されませんでした。  

また、rs319678464 は、L 及び WL のみ多型

があり、L の多型が WL に引き継がれたことが

示唆されました。 

 

 

 



rs45432518 について品種毎に SNP の遺伝子

により形質を集約しました。 

ドリップ 2 について D では、G アリルを持つ

ことで、少なくなる傾向がみられ、また、肉色

でも L*、b*及び 700nmも同様に小さくなりま

した(P<0.01、p<0.05)。一方、他の品種では有

意ではないものの T アリルを持つ群でドリッ

プ量が少ない傾向が示されました。 

 

 

 

rs45432518 は、系統内で多様性が保持されて

おり、デュロックでは SNP のタイプにより、

ドリップ等の形質に差がみられました。よって

本 SNP を選抜に用いることでドリップを少な

い方向へ改良する可能性が示唆されました。一

方、系統によって SNP のタイプと形質の方向

性が逆転していることから、実用化には更に詳

細な解析が必要です。 

 


